
603mm×297mm　　三つ折り 185mm 210mm 208mm

日本防災士機構
ホームページ

日本防災士機構
メールマガジン

Japan Bousaisi Organization

助けられる人から助ける人へ
防災士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
士
は
誕
生
し
ま
し
た
。

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

山折り 山折り

防災士制度のご案内

2019.1106

発行日：2019 年10 月

■評議員
麻 生　 泰  （九州経済連合会会長）
上 田　良 一 （日本放送協会会長）
江 藤　秀一 （常葉大学学長）
大 塚 義 治 　（日本赤十字社社長）
小　熊 　 豊 （全国自治体病院協議会会長）
金 井 道夫 　（日本道路協会会長）
鎌 田　長 明 （日本青年会議所会頭）
苅 田 知 英 （中国経済連合会会長）
川 勝 平 太 （静岡県知事）
久 和　　進 （北陸経済連合会会長）
神津 里季生 （日本労働組合総連合会会長）
齋 藤 訓 子 （日本看護協会副会長）
佐 伯 勇 人 　　（四国経済連合会会長）
櫻 田 謙 悟 　　（経済同友会代表幹事）
佐藤 浩 二　　（全国信用金庫協会会長）
鈴 木光 二 　（全国自治会連合会会長）
髙 島 　 誠     （全国銀行協会会長）
津 島 雄 二 （日本退職公務員連盟会長）
手代木 功     （日本製薬団体連合会会長）
豊 田 章 男 　（日本自動車工業会会長）

豊 田 鐵 郎 　 　（中部経済連合会会長）
中 西 宏 明 　　（日本経済団体連合会会長）
中 山 泰 男 　　（全国警備業協会会長）
広 瀬 道 明 　　（日本ガス協会会長）
福 井 直 敬 　　（日本私立大学協会会長）
堀　 憲郎  （日本歯科医師会会長）
本 田 英一 　（日本生活協同組合連合会代表理事会長 ）
松 田　芳 夫 （日本河川協会会長）
松 本　正義  （関西経済連合会会長）
三 村 明 夫 （日本商工会議所会頭）
宮 﨑 瑞 穂 　（日本病院会副会長）
山 内 隆 司　　（日本建設業連合会会長）
山 本 利 郎 　　（全国郵便局長会会長）
山 本 信 夫 　　（日本薬剤師会会長）
横 倉 義 武  （日本医師会会長）
吉 田　　永  （日本水道協会理事長）
渡 邉 健 二 （全国通運協会会長）
渡 辺 裕 明 　　（日本フランチャイズチェーン協会会長）
綿 貫 民 輔  （全国治水砂防協会会長）

委  員  長
委　 　員
委　 　員
委　 　員
委　 　員

■理    事
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総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
理 　 　 事

防災士研修実施都道府県（31府県）
岩手県　山形県　茨城県　栃木県　群馬県　富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　大阪府　兵庫県　奈良県　和歌山県　鳥取県　広島県　山口県　徳島県
愛媛県高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県　宮崎県　鹿児島県

防災士研修実施市区町村（64市区町等）
【青森県】弘前市【栃木県】栃木市　鹿沼市　日光市　小山市　大田原市　壬生町
【埼玉県】さいたま市【東京都】世田谷区　中野区　荒川区　板橋区【神奈川県】相模原市
【新潟県】妙高市　上越市　佐渡市【石川県】金沢市　輪島市【長野県】小諸市【岐阜県】大垣市
高山市　関市　中津川市　瑞浪市　羽島市　恵那市　土岐市　可児市　山県市　飛騨市　海津市
輪之内町　川辺町　八百津町　御嵩町【愛知県】豊橋市【三重県】四日市市【滋賀県】大津市
【大阪府】堺市　八尾市   箕面市【兵庫県】芦屋市【奈良県】広陵町【岡山県】赤磐市
【広島県】広島市　福山市    【山口県】   宇部市【愛媛県】松山市　西条市　上島町【高知県】高知市
【福岡県】福岡市　大野城市【佐賀県】唐津市【熊本県】菊池市　合志市　菊陽町   益城町
【大分県】大分市　佐伯市【鹿児島県】鹿児島市　薩摩川内市　【新潟県】中越防災安全推進機構　
【愛知県】あいち防災協働社会推進協議会

防災士研修実施教育機関（32校）
名古屋大学　和歌山大学　山口大学　徳島大学　香川大学　愛媛大学　熊本大学　鹿児島大学　
大阪市立大学　宮崎公立大学　札幌大谷大学　青森中央学院大学　八戸学院大学　東北福祉大学　
昌平黌　作新学院大学　千葉科学大学　日本大学　国士舘大学　日本体育大学　八洲学園大学　
新潟医療福祉大学　松本大学　常葉大学　四日市大学　関西国際大学　倉敷芸術科学大学　
福山大学　福岡大学　
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鎌田久美子 　（日本看護協会常任理事）
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甘 中 繁 雄  （日本防災士会常務理事）
黒 澤 正 和  （犯罪被害救援基金専務理事、元警察庁生活安全局長）
志 方 俊 之  （帝京大学名誉教授）
嶋 田 裕 之  （日本生活協同組合連合会代表理事専務）
鈴 木 徹 也  （セコムトラストシステムズ取締役専務執行役員）
祖父江和夫  （電気通信協会専務理事）
武 枝 和 彦   （大阪ガス理事総務部長）
陳 　 浩 展   （日本労働組合総連合会生活福祉局次長）
鳥　越　　隆  （NTTラーニングシステムズ代表取締役社長）
中 埜 良 昭   （東京大学生産技術研究所・教授）
長島 公 之   （日本医師会常任理事）
橋 爪 尚 泰      （日本放送協会報道局災害・気象センター長）
橋 本 　 茂  （日本防災士機構事務総長）
東　　公　弘  （愛媛県県民環境部防災局長）
藤 原 由 成  （ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）
松 尾 幸 弘   （元防衛省陸上自衛隊研究本部長）
渡辺 博 司  （日本建設業連合会常務執行役）

■会長等役職者
最高顧問　 石 原 信 雄 （元内閣官房副長官）
常任顧問　 関 根 則 之 （元消防庁長官）
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副 会 長 　尾 池 和 夫 （京都造形芸術大学学長、元京都大学総長）
副 会 長　 阿 部 孝 次 （関西経済連合会理事・事務局次長）

　

い
ま
、
多
く
の
自
治
体
で
は
防
災
士
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養
成
が
地
域
防

災
力
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上
に
有
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で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約
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0
の
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治
体
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公
費
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も
っ
て
防
災
士
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養
成
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取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
防
災
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リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
自
治
体
が
委
嘱
す
る
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域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
に
、
防
災
士
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指
名
さ
れ
た
り
、
日
本
防
災
士

会
と
の
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災
協
定
締
結
の
事
例
も
増
え
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お
り
ま
す
。

     

さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
が
地
区
防
災
計
画
の
推
進
等

に
防
災
士
の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
防
災
訓
練
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
防
災
意
識
啓
発
に
つ
い
て
も
防
災
士
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
、
地
域
防
災
力
の

担
い
手
が「
防
災
士
」で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
の
約
８
割
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
救
助
し
た
事
で
災
害
時
の
民
間
力
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
等
を
教
訓
に

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
な

る
防
災
士
で
す
。

　

地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
と
減
災
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
災
害
に
遭
っ
た
時
に
は
、
地
域

の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
被
災
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、

火
災
の
初
期
消
火
等
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
、
地
域
全
体
が
”生
き
延
び
る
こ
と
“が
重
要
で
す
。

防
災
士
は
、災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も 

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
自
治
体
と
連
携
し
た
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
に
、
防
災
士
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災士研修
講座の受講

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

防災士資格取得
試験受験・合格

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    

〈
我
が
家
の
安
全
〉

　

家
族
と
共
に
災
害
を
予
め
想
定

し
て
、
我
が
家
の
安
全
を
図
る
こ

と
。 

家
の
耐
震
補
強
、
家
具
固
定
、

備
蓄
品
の
用
意
、
家
族
間
で
の
安
否

確
認
方
法
の
と
り
決
め
、
避
難
所
や

避
難
路
の
確
認
な
ど
、
家
族
が
事
前

に
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で

き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〈
職
場
の
安
全
〉　

　

職
場
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

建
物
の
耐
震
性
の
確
認
、
書
類
庫
・

事
務
機
等
の
固
定
、
水
・
食
糧
の

備
蓄
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
整

備
に
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
の
安
全
〉

　

普
段
か
ら
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
の

活
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
近
隣
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
顔
と
顔

が
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
上
げ
る
よ

う
心
掛
け
る
共
に
、各
地
域
で
の「
地

区
防
災
計
画
」
の
推
進
に
協
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消防署・日本赤十字社等

■北海道
函館市
名寄市
根室市
北斗市
森町
黒松内町
栗山町
新十津川町
美瑛町
上富良野町
和寒町
天塩町
浦河町
■青森県
青森市
弘前市
八戸市
十和田市
三沢市
藤崎町
おいらせ町
■岩手県
釜石市
二戸市
■宮城県
石巻市
角田市
■山形県
南陽市
朝日町
最上町
舟形町
戸沢村
川西町
庄内町
■福島県
福島県
福島市
■茨城県
古河市
龍ケ崎市
常総市
常陸太田市
笠間市
取手市
守谷市
那珂市
かすみがうら市
神栖市
美浦村
河内町
八千代町
利根町
■栃木県
佐野市
日光市

那須塩原市
壬生町
■群馬県
館林市
藤岡市
■埼玉県
熊谷市
春日部市
上尾市
戸田市
白岡市
宮代町
杉戸町
■千葉県
館山市
勝浦市
我孫子市
南房総市
山武市
横芝光町
長生村
■東京都
港区
新宿区
文京区
江東区
目黒区
中野区
足立区
立川市
青梅市
■新潟県
新潟市
長岡市
柏崎市
村上市
妙高市
魚沼市
胎内市
田上町
出雲崎町
■富山県
富山県
富山市
高岡市
魚津市
滑川市
黒部市
砺波市
小矢部市
南砺市
射水市
立山町
入善町
朝日町
■石川県
石川県

金沢市
七尾市
小松市
輪島市
珠洲市
加賀市
白山市
野々市市
川北町
志賀町
宝達志水町
能登町
■福井県
福井県
小浜市
勝山市
越前市
池田町
越前町
おおい町
■山梨県
山梨県
都留市
大月市
韮崎市
南アルプス市
笛吹市
甲州市
中央市
昭和町
■長野県
小諸市
伊那市
駒ヶ根市
茅野市
佐久市
辰野町
箕輪町
飯島町
南箕輪村
■岐阜県
岐阜県
多治見市
瑞浪市
羽島市
恵那市
美濃加茂市
土岐市
可児市
山県市
本巣市
郡上市
下呂市
海津市
岐南町
笠松町
養老町

輪之内町
大野町
坂祝町
東白川村
御嵩町
■静岡県
三島市
裾野市
菊川市
河津町
小山町
■愛知県
豊川市
新城市
大府市
知立市
長久手市
豊山町
■三重県
伊勢市
松阪市
■滋賀県
栗東市
甲賀市
■京都府
宇治田原町
■大阪府
泉佐野市
大阪狭山市
河南町
■兵庫県
尼崎市
芦屋市
伊丹市
宝塚市
川西市
篠山市
丹波市
南あわじ市
淡路市
猪名川町
多可町
■奈良県
三郷町
安堵町
田原本町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
■和歌山県
和歌山市
海南市
有田市
田辺市
岩出市
有田川町

美浜町
日高町
みなべ町
那智勝浦町
■鳥取県
米子市
倉吉市
琴浦町
日吉津村
■島根県
松江市
浜田市
飯南町
美郷町
邑南町
津和野町
吉賀町
■岡山県
岡山県
岡山市
倉敷市
津山市
玉野市
笠岡市
井原市
総社市
高梁市
新見市
備前市
瀬戸内市
赤磐市
真庭市
美作市
浅口市
早島町
里庄町
勝央町
奈義町
美咲町
■広島県
東区
三原市
尾道市
府中市
廿日市市
安芸高田市
熊野町
北広島町
■山口県
下関市
萩市
防府市
光市
山陽小野田市
和木町
平生町
■徳島県

徳島市
阿波市
佐那河内村
石井町
松茂町
藍住町
上板町
■香川県
香川県
高松市
丸亀市
坂出市
善通寺市
観音寺市
さぬき市
東かがわ市
三豊市
土庄町
三木町
直島町
宇多津町
綾川町
琴平町
多度津町
まんのう町
■愛媛県
愛媛県
松山市
宇和島市
八幡浜市
新居浜市
伊予市
西予市
東温市
上島町
久万高原町
松前町
砥部町
内子町
伊方町
松野町
鬼北町
愛南町
■高知県
高知市
室戸市
安芸市
土佐清水市
香美市
田野町
芸西村
中土佐町
越知町
日高村
四万十町
三原村
■福岡県

久留米市
豊前市
小郡市
宗像市
古賀市
宇美町
岡垣町
遠賀町
■佐賀県
有田町
■長崎県
長崎県
西海市
■熊本県
水俣市
山鹿市
菊池市
天草市
合志市
長洲町
大津町
多良木町
■大分県
大分市
別府市
中津市
日田市
佐伯市
臼杵市
津久見市
豊後高田市
杵築市
豊後大野市
由布市
日出町
■宮崎県
宮崎市
都城市
延岡市
日向市
串間市
西都市
三股町
綾町
木城町
都農町
門川町
椎葉村
高千穂町
五ヶ瀬町
■沖縄県
豊見城市

〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地（全国町村議員会館5階）   TEL 03-3234-1511  FAX 03-3234-1380  
http://bousaisi.jp/ 　　　Mail: webmaster@bousaisi.jp

認定特定非営利活動法人日本防災士機構

5,008名
10,620名

16,955名
22,983名

30,645名

39,204名
43,948名

63,542 名

77,632 名

109,093名

92,100名

50,273 名

13 年 　 14年　  15年 　 16年      17年　　18 年　19 年（度）　12年11年10年09年08年07年06年05年04年03年

128,252名

1,581名

170,756名

180,649名

0
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90,000

120,000

150,000

180,000

（2019 年10月末現在）
全国に180,649名

認証者年度別累計

防災士は

室 﨑 益 輝　　（兵庫県立大学防災教育研究センター長）
岡 本 正 男　　（全国治水砂防協会副会長）
北 村 吉 男　　（損保ジャパン日本興亜東京法人部顧問）
小室 広佐子　　（東京国際大学審議役）
武 田 文 男　　（政策研究大学院大学教授）
 

■参 　与
岡 山 和 生    （大林組顧問）
小川 雄二郎    （防災インターナショナル代表）
中 林 一 樹    （首都大学東京・東京都立大学名誉教授）
目 黒 公 郎    （東京大学大学院情報学環教授）
吉 井 博 明    （東京経済大学名誉教授）

（西暦）

●これまで個人に係る研修費用及び認証費用等について助成を行った自治体で、
　当機構が把握している自治体は下記の通りです。（350自治体）

●日本防災士機構から研修機関に認証されている教育機関は下記の通りです。
                                                                                                                              （2019 年 10 月現在）

●これまで日本防災士機構と協定を締結した自治体は下記の通りです。

147,481名



603mm×297mm　　三つ折り
185mm210mm208mm

防
災
士
制
度
の
あ
ゆ
み

年
月
（
西
暦
） 

1
9
9
9
年
12
月　

・
N
P
O
法
人
防
災
情
報
機
構（
会
長 

石
原
信
雄
）防
災
士
制
度
を
提
唱

2
0
0
1
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
設
立（
会
長 

石
原
信
雄
、常
任
顧
問 

関
根
則
之
）

2
0
0
2
年
7
月　

・
内
閣
府
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
の
認
証（
理
事
長 

玉
田
三
郎
）

2
0
0
2
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
評
議
員
会
発
会（
議
長
氏
家
齊
一
郎
就
任
）

2
0
0
3
年
3
月　

・
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会（
委
員
長
廣
井
脩
）　「
防
災
士
制
度
」を
答
申

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
情
報
機
構
よ
り「
防
災
士
制
度
事
業
」を
日
本
防
災
士
機
構
に
全
面
移
管

2
0
0
3
年
4
月　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
第
1
回
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長 

貝
原
俊
民
、理
事
長 

宮
川
知
雄
、専
務
理
事 

玉
田
三
郎
就
任
）活
動
開
始

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
資
格
審
査
機
関
「
防
災
士
認
証
委
員
会
」設
置

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
を
編
纂
、
平
成
15
年
版
創
刊（
以
後
毎
年
度
、改
訂
版
発
行
）

2
0
0
3
年
6
月　

・
初
の
防
災
士
養
成
研
修
機
関
と
し
て
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
常
葉
大
学
、
日
本
経
営
教
育
セ
ン
タ
ー
を
認
証
委
員
会
認
定

2
0
0
3
年
6
月　

・
愛
知
県
が
自
治
体
と
し
て
始
め
て
「
防
災
士
養
成
事
業
」に
参
加

2
0
0
3
年
10
月　

・
防
災
士
第
1
号
認
証（
防
災
士
認
証
者
数
二
一
六
名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
防
災
士
認
証
状
授
与
式（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
0
4
年
3
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
発
足
初
年
度
防
災
士
認
証
者
数
一
、五
八
一 

名

2
0
0
4
年
9
月　

・
全
国
消
防
長
会
に「
消
防
官
に
か
か
る
特
例
制
度
」
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
4
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
会
発
足（
代
表
幹
事 

小
宮
多
喜
次　
浦
野
修
就
任
）

2
0
0
6
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
万
名
達
成

2
0
0
6
年
5
月　

・
平
成
18
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長 

古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
0
7
年
3
月　

・
日
本
赤
十
字
社
と
協
定
「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
に
か
か
る
特
例
」を
制
定

2
0
0
7
年
3
月　

・
国
立
大
学
と
し
て
始
め
て
徳
島
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
7
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
万 

名
達
成

2
0
0
8
年
5
月　

・
警
察
庁
に「
警
察
官
に
か
か
る
特
例
」制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
9
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
三
万
名
達
成

2
0
1
0
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
0
年
6
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
四
万
名
達
成

2
0
1
0
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
会
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
認
証
取
得（
理
事
長　
浦
野
修
就
任
）

2
0
1
2
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数 

五
万
名
達
成

2
0
1
2
年
9
月　

・
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
3
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
六
万
名
達
成

2
0
1
3
年
4
月　

・
日
本
消
防
協
会
に「
消
防
団
員
特
例
」
制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
1
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
編
纂
・
発
行

2
0
1
3
年
10
月　

・「
防
災
士
誕
生
10
周
年
記
念
の
集
い
」
開
催（
会
場
：
仙
台
市
東
北
福
祉
大
学
け
や
き
ホ
ー
ル
）

2
0
1
3
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
七
万
名
達
成

2
0
1
4
年
4
月　

・
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
、鹿
児
島
大
学
、愛
媛
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
4
年
6
月　

・
平
成
26
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長
鈴
木
正
明
就
任
）

2
0
1
4
年
8
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
八
万
名
達
成

2
0
1
5
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
九
万
名
達
成

2
0
1
5
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
万
名
達
成

2
0
1
6
年
3
月　

・
防
災
士
10
万
人
記
念
大
会
開
催（
会
場
・
東
京
都
千
代
田
区
憲
政
記
念
館
）

　
　
　
　
　
　　
　
　（
来
賓
挨
拶 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
高
市
総
務
大
臣
・
河
野
防
災
担
当
大
臣
）

　               　
　

＊
記
念
式
典（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
1
6
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
一
万
名
達
成

2
0
1
6
年
6
月　

・
平
成
28
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長
國
松
孝
次
・
名
誉
会
長
古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
1
6
年
9
月　

・
列
島
縦
断
防
災
・
減
災
公
開
講
座
を
開
設
・
全
国
各
都
市
で
連
続
開
催

2
0
1
6
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
二
万
名
達
成

2
0
1
7
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
三
万
名
達
成

2
0
1
7
年
5
月　

・
国
立
大
学
法
人
山
口
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
7
年
6
月　

・
平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催（
事
務
総
長
橋
本
茂
就
任
）

　
　
　
　
　
　
　

 

・
防
災
士
表
彰
制
度
制
定
2
個
人
4
団
体
表
彰（
以
降
毎
年
度
表
彰
実
施
）

2
0
1
7
年
9
月    

・
国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加　

2
0
1
7
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
四
万
名
達
成

2
0
1
8
年
1
月　

・
東
京
都
知
事
よ
り
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
可

2
0
1
8
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
五
万
名
達
成

2
0
1
8
年
６
月　

・
平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長 

髙
田
恒 

就
任
）

2
0
1
8
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
六
万
名
達
成

2
0
1
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
七
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
十
八
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
八
〇
、六
四
九
名

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
養
成
事
業
に
、
こ
れ
ま
で
に
31
府
県
及
び
64
市
区
町
の
自
治
体
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0
自
治
体
が
住
民
を
対
象
に
資
格
取
得
助
成
実
施

谷折り 谷折り

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構
会 長國松　孝次

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。

助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
！

2019.1106

平成28年3月1日：内閣総理大臣（代理）、総務大臣（代理）、防災担当大臣臨席のもと「防災士10万人記念大会」開催

　

２
０
１
９
年
１０
月
の
台
風
１９
号
は
、
記
録
的
な
大
雨

に
よ
っ
て
中
部
地
方
か
ら
関
東
・
東
北
地
方
に
か
け
広

範
囲
に
洪
水
を
惹
き
起
こ
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
近
年
で
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
水
害
が

発
生
し
て
お
り
、
大
雨
に
よ
る
脅
威
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
震
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
０
年
に
入
っ
て

か
ら
各
地
で
地
震
が
続
発
し
て
お
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
も
首
都
直
下
地
震
も
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
程
に
切
迫
し
つ
つ
あ
り
、
心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
。

  

平
成
の
時
代
に
お
い
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
大
き
な
災
害
を
経
験
し
、
災
害
を

他
人
事
と
は
考
え
ず
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
　
「
地
域
は
地
域
の
人
た
ち
で
守

る
」
を
徹
底
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
助
・
共
助
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
令
和
の
時
代
に
お

い
て
も
強
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
』　

　

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
災
害
か
ら
無
事
に
生
き
延

び
る
。
そ
の
上
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
手
を

さ
し
の
べ
る
。
日
頃
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関

わ
る
災
害
発
生
を
想
定
し
、
計
画
を
立
て
て
、
訓
練

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
防
災
知
識
を

十
分
に
備
え
、
指
導
力
を
持
っ
た
人
材
が
全
国
津
々

浦
々
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
防
災
力
の
向
上
に

繋
が
り
ま
す
。

  

防
災
士
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
こ
と
を
率
先
し
て
実
践
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
周
囲
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
防
災
に
関
す
る
人
材
の
確
保
を
緊
急

の
社
会
的
要
請
と
受
け
止
め
、
わ
が
国
の
防
災
総
力

の
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
全
国
の
地
域
や
職
場
に
お
い

て
防
災
士
の
養
成
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。



603mm×297mm　　三つ折り
185mm210mm208mm

防
災
士
制
度
の
あ
ゆ
み

年
月
（
西
暦
） 

1
9
9
9
年
12
月　

・
N
P
O
法
人
防
災
情
報
機
構（
会
長 

石
原
信
雄
）防
災
士
制
度
を
提
唱

2
0
0
1
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
設
立（
会
長 

石
原
信
雄
、常
任
顧
問 

関
根
則
之
）

2
0
0
2
年
7
月　

・
内
閣
府
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
の
認
証（
理
事
長 

玉
田
三
郎
）

2
0
0
2
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
評
議
員
会
発
会（
議
長
氏
家
齊
一
郎
就
任
）

2
0
0
3
年
3
月　

・
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会（
委
員
長
廣
井
脩
）　「
防
災
士
制
度
」を
答
申

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
情
報
機
構
よ
り「
防
災
士
制
度
事
業
」を
日
本
防
災
士
機
構
に
全
面
移
管

2
0
0
3
年
4
月　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
第
1
回
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長 

貝
原
俊
民
、理
事
長 
宮
川
知
雄
、専
務
理
事 

玉
田
三
郎
就
任
）活
動
開
始

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
資
格
審
査
機
関
「
防
災
士
認
証
委
員
会
」設
置

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
を
編
纂
、
平
成
15
年
版
創
刊（
以
後
毎
年
度
、改
訂
版
発
行
）

2
0
0
3
年
6
月　

・
初
の
防
災
士
養
成
研
修
機
関
と
し
て
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
常
葉
大
学
、
日
本
経
営
教
育
セ
ン
タ
ー
を
認
証
委
員
会
認
定

2
0
0
3
年
6
月　

・
愛
知
県
が
自
治
体
と
し
て
始
め
て
「
防
災
士
養
成
事
業
」に
参
加

2
0
0
3
年
10
月　

・
防
災
士
第
1
号
認
証（
防
災
士
認
証
者
数
二
一
六
名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
防
災
士
認
証
状
授
与
式（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
0
4
年
3
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
発
足
初
年
度
防
災
士
認
証
者
数
一
、五
八
一 
名

2
0
0
4
年
9
月　

・
全
国
消
防
長
会
に「
消
防
官
に
か
か
る
特
例
制
度
」
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
4
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
会
発
足（
代
表
幹
事 

小
宮
多
喜
次　
浦
野
修
就
任
）

2
0
0
6
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
万
名
達
成

2
0
0
6
年
5
月　

・
平
成
18
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長 

古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
0
7
年
3
月　

・
日
本
赤
十
字
社
と
協
定
「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
に
か
か
る
特
例
」を
制
定

2
0
0
7
年
3
月　

・
国
立
大
学
と
し
て
始
め
て
徳
島
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
7
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
万 

名
達
成

2
0
0
8
年
5
月　

・
警
察
庁
に「
警
察
官
に
か
か
る
特
例
」制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
9
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
三
万
名
達
成

2
0
1
0
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
0
年
6
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
四
万
名
達
成

2
0
1
0
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
会
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
認
証
取
得（
理
事
長　
浦
野
修
就
任
）

2
0
1
2
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数 

五
万
名
達
成

2
0
1
2
年
9
月　

・
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
3
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
六
万
名
達
成

2
0
1
3
年
4
月　

・
日
本
消
防
協
会
に「
消
防
団
員
特
例
」
制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
1
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
編
纂
・
発
行

2
0
1
3
年
10
月　

・「
防
災
士
誕
生
10
周
年
記
念
の
集
い
」
開
催（
会
場
：
仙
台
市
東
北
福
祉
大
学
け
や
き
ホ
ー
ル
）

2
0
1
3
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
七
万
名
達
成

2
0
1
4
年
4
月　

・
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
、鹿
児
島
大
学
、愛
媛
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
4
年
6
月　

・
平
成
26
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長
鈴
木
正
明
就
任
）

2
0
1
4
年
8
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
八
万
名
達
成

2
0
1
5
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
九
万
名
達
成

2
0
1
5
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
万
名
達
成

2
0
1
6
年
3
月　

・
防
災
士
10
万
人
記
念
大
会
開
催（
会
場
・
東
京
都
千
代
田
区
憲
政
記
念
館
）

　
　
　
　
　
　　
　
　（
来
賓
挨
拶 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
高
市
総
務
大
臣
・
河
野
防
災
担
当
大
臣
）

　               　
　

＊
記
念
式
典（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
1
6
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
一
万
名
達
成

2
0
1
6
年
6
月　

・
平
成
28
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長
國
松
孝
次
・
名
誉
会
長
古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
1
6
年
9
月　

・
列
島
縦
断
防
災
・
減
災
公
開
講
座
を
開
設
・
全
国
各
都
市
で
連
続
開
催

2
0
1
6
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
二
万
名
達
成

2
0
1
7
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
三
万
名
達
成

2
0
1
7
年
5
月　

・
国
立
大
学
法
人
山
口
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
7
年
6
月　

・
平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催（
事
務
総
長
橋
本
茂
就
任
）

　
　
　
　
　
　
　

 

・
防
災
士
表
彰
制
度
制
定
2
個
人
4
団
体
表
彰（
以
降
毎
年
度
表
彰
実
施
）

2
0
1
7
年
9
月    

・
国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加　

2
0
1
7
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
四
万
名
達
成

2
0
1
8
年
1
月　

・
東
京
都
知
事
よ
り
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
可

2
0
1
8
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
五
万
名
達
成

2
0
1
8
年
６
月　

・
平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長 

髙
田
恒 

就
任
）

2
0
1
8
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
六
万
名
達
成

2
0
1
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
七
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
十
八
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
八
〇
、六
四
九
名

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
養
成
事
業
に
、
こ
れ
ま
で
に
31
府
県
及
び
64
市
区
町
の
自
治
体
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0
自
治
体
が
住
民
を
対
象
に
資
格
取
得
助
成
実
施

谷折り 谷折り

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構
会 長國松　孝次

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。

助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
！

2019.1106

平成28年3月1日：内閣総理大臣（代理）、総務大臣（代理）、防災担当大臣臨席のもと「防災士10万人記念大会」開催

　

２
０
１
９
年
１０
月
の
台
風
１９
号
は
、
記
録
的
な
大
雨

に
よ
っ
て
中
部
地
方
か
ら
関
東
・
東
北
地
方
に
か
け
広

範
囲
に
洪
水
を
惹
き
起
こ
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
近
年
で
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
水
害
が

発
生
し
て
お
り
、
大
雨
に
よ
る
脅
威
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
震
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
０
年
に
入
っ
て

か
ら
各
地
で
地
震
が
続
発
し
て
お
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
も
首
都
直
下
地
震
も
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
程
に
切
迫
し
つ
つ
あ
り
、
心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
。

  

平
成
の
時
代
に
お
い
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
大
き
な
災
害
を
経
験
し
、
災
害
を

他
人
事
と
は
考
え
ず
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
　
「
地
域
は
地
域
の
人
た
ち
で
守

る
」
を
徹
底
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
助
・
共
助
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
令
和
の
時
代
に
お

い
て
も
強
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
』　

　

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
災
害
か
ら
無
事
に
生
き
延

び
る
。
そ
の
上
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
手
を

さ
し
の
べ
る
。
日
頃
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関

わ
る
災
害
発
生
を
想
定
し
、
計
画
を
立
て
て
、
訓
練

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
防
災
知
識
を

十
分
に
備
え
、
指
導
力
を
持
っ
た
人
材
が
全
国
津
々

浦
々
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
防
災
力
の
向
上
に

繋
が
り
ま
す
。

  

防
災
士
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
こ
と
を
率
先
し
て
実
践
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
周
囲
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
防
災
に
関
す
る
人
材
の
確
保
を
緊
急

の
社
会
的
要
請
と
受
け
止
め
、
わ
が
国
の
防
災
総
力

の
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
全
国
の
地
域
や
職
場
に
お
い

て
防
災
士
の
養
成
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
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日本防災士機構
ホームページ

日本防災士機構
メールマガジン

Japan Bousaisi Organization

助けられる人から助ける人へ
防災士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
士
は
誕
生
し
ま
し
た
。

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

山折り 山折り

防災士制度のご案内
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発行日：2019 年10 月
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防災士研修実施都道府県（31府県）
岩手県　山形県　茨城県　栃木県　群馬県　富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　大阪府　兵庫県　奈良県　和歌山県　鳥取県　広島県　山口県　徳島県
愛媛県高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県　宮崎県　鹿児島県

防災士研修実施市区町村（64市区町等）
【青森県】弘前市【栃木県】栃木市　鹿沼市　日光市　小山市　大田原市　壬生町
【埼玉県】さいたま市【東京都】世田谷区　中野区　荒川区　板橋区【神奈川県】相模原市
【新潟県】妙高市　上越市　佐渡市【石川県】金沢市　輪島市【長野県】小諸市【岐阜県】大垣市
高山市　関市　中津川市　瑞浪市　羽島市　恵那市　土岐市　可児市　山県市　飛騨市　海津市
輪之内町　川辺町　八百津町　御嵩町【愛知県】豊橋市【三重県】四日市市【滋賀県】大津市
【大阪府】堺市　八尾市   箕面市【兵庫県】芦屋市【奈良県】広陵町【岡山県】赤磐市
【広島県】広島市　福山市    【山口県】   宇部市【愛媛県】松山市　西条市　上島町【高知県】高知市
【福岡県】福岡市　大野城市【佐賀県】唐津市【熊本県】菊池市　合志市　菊陽町   益城町
【大分県】大分市　佐伯市【鹿児島県】鹿児島市　薩摩川内市　【新潟県】中越防災安全推進機構　
【愛知県】あいち防災協働社会推進協議会

防災士研修実施教育機関（32校）
名古屋大学　和歌山大学　山口大学　徳島大学　香川大学　愛媛大学　熊本大学　鹿児島大学　
大阪市立大学　宮崎公立大学　札幌大谷大学　青森中央学院大学　八戸学院大学　東北福祉大学　
昌平黌　作新学院大学　千葉科学大学　日本大学　国士舘大学　日本体育大学　八洲学園大学　
新潟医療福祉大学　松本大学　常葉大学　四日市大学　関西国際大学　倉敷芸術科学大学　
福山大学　福岡大学　

■監　事

■認証委員会

北 里 敏 明  （弁護士、元消防庁次長）
田 中 義 幸  （公認会計士、日本公会計支援協会理事長）

髙　田　　恒  （元消防庁次長）
玉 田 三 郎   （防災情報機構理事長）
小宮 多喜次   （元東京消防庁消防総監）
吉 井 一 弥   （元内閣府政策統括官）
髙　井　康行   （長寿社会開発センター理事長・前全国社会福祉協議会副会長）
竹 内 久子    （千葉県婦人防災クラブ連絡協議会会長）
渡 邊 伸 司    （全国郵便局長会専務理事）
阿 部 孝 次    （関西経済連合会理事・事務局次長）
石 垣 俊 幸    （静岡県危機管理部理事・防災対策担当）
伊藤和 明  （防災情報機構会長）
井 野 盛 夫  （常葉大学富士キャンパス客員研究員）
浦 野 　 修  （日本防災士会会長）
江川 直 人  （東京都立広尾病院院長）
鎌田久美子 　（日本看護協会常任理事）
亀 井 浩 之   （兵庫県企画県民部災害対策局長）
甘 中 繁 雄  （日本防災士会常務理事）
黒 澤 正 和  （犯罪被害救援基金専務理事、元警察庁生活安全局長）
志 方 俊 之  （帝京大学名誉教授）
嶋 田 裕 之  （日本生活協同組合連合会代表理事専務）
鈴 木 徹 也  （セコムトラストシステムズ取締役専務執行役員）
祖父江和夫  （電気通信協会専務理事）
武 枝 和 彦   （大阪ガス理事総務部長）
陳 　 浩 展   （日本労働組合総連合会生活福祉局次長）
鳥　越　　隆  （NTTラーニングシステムズ代表取締役社長）
中 埜 良 昭   （東京大学生産技術研究所・教授）
長島 公 之   （日本医師会常任理事）
橋 爪 尚 泰      （日本放送協会報道局災害・気象センター長）
橋 本 　 茂  （日本防災士機構事務総長）
東　　公　弘  （愛媛県県民環境部防災局長）
藤 原 由 成  （ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）
松 尾 幸 弘   （元防衛省陸上自衛隊研究本部長）
渡辺 博 司  （日本建設業連合会常務執行役）

■会長等役職者
最高顧問　 石 原 信 雄 （元内閣官房副長官）
常任顧問　 関 根 則 之 （元消防庁長官）
名誉会長　 古川 貞二郎 （母子愛育会会長、元内閣官房副長官）　　　　　　　　　 
会 　 長　  國 松 孝 次（救急ヘリ病院ネットワーク会長、元警察庁長官）
副 会 長 　尾 池 和 夫 （京都造形芸術大学学長、元京都大学総長）
副 会 長　 阿 部 孝 次 （関西経済連合会理事・事務局次長）

　

い
ま
、
多
く
の
自
治
体
で
は
防
災
士
の
養
成
が
地
域
防

災
力
向
上
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約

4
4
0
の
自
治
体
が
公
費
を
も
っ
て
防
災
士
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
自
治
体
が
委
嘱
す
る
地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
に
、
防
災
士
が
指
名
さ
れ
た
り
、
日
本
防
災
士

会
と
の
防
災
協
定
締
結
の
事
例
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

     

さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
が
地
区
防
災
計
画
の
推
進
等

に
防
災
士
の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
防
災
訓
練
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
防
災
意
識
啓
発
に
つ
い
て
も
防
災
士
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
、
地
域
防
災
力
の

担
い
手
が「
防
災
士
」で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
の
約
８
割
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
救
助
し
た
事
で
災
害
時
の
民
間
力
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
等
を
教
訓
に

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
な

る
防
災
士
で
す
。

　

地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
と
減
災
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
災
害
に
遭
っ
た
時
に
は
、
地
域

の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
被
災
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、

火
災
の
初
期
消
火
等
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
、
地
域
全
体
が
”生
き
延
び
る
こ
と
“が
重
要
で
す
。

防
災
士
は
、災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も 

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
自
治
体
と
連
携
し
た
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
に
、
防
災
士
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災士研修
講座の受講

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

防災士資格取得
試験受験・合格

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    

〈
我
が
家
の
安
全
〉

　

家
族
と
共
に
災
害
を
予
め
想
定

し
て
、
我
が
家
の
安
全
を
図
る
こ

と
。 

家
の
耐
震
補
強
、
家
具
固
定
、

備
蓄
品
の
用
意
、
家
族
間
で
の
安
否

確
認
方
法
の
と
り
決
め
、
避
難
所
や

避
難
路
の
確
認
な
ど
、
家
族
が
事
前

に
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で

き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〈
職
場
の
安
全
〉　

　

職
場
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

建
物
の
耐
震
性
の
確
認
、
書
類
庫
・

事
務
機
等
の
固
定
、
水
・
食
糧
の

備
蓄
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
整

備
に
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
の
安
全
〉

　

普
段
か
ら
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
の

活
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
近
隣
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
顔
と
顔

が
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
上
げ
る
よ

う
心
掛
け
る
共
に
、各
地
域
で
の「
地

区
防
災
計
画
」
の
推
進
に
協
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消防署・日本赤十字社等

■北海道
函館市
名寄市
根室市
北斗市
森町
黒松内町
栗山町
新十津川町
美瑛町
上富良野町
和寒町
天塩町
浦河町
■青森県
青森市
弘前市
八戸市
十和田市
三沢市
藤崎町
おいらせ町
■岩手県
釜石市
二戸市
■宮城県
石巻市
角田市
■山形県
南陽市
朝日町
最上町
舟形町
戸沢村
川西町
庄内町
■福島県
福島県
福島市
■茨城県
古河市
龍ケ崎市
常総市
常陸太田市
笠間市
取手市
守谷市
那珂市
かすみがうら市
神栖市
美浦村
河内町
八千代町
利根町
■栃木県
佐野市
日光市

那須塩原市
壬生町
■群馬県
館林市
藤岡市
■埼玉県
熊谷市
春日部市
上尾市
戸田市
白岡市
宮代町
杉戸町
■千葉県
館山市
勝浦市
我孫子市
南房総市
山武市
横芝光町
長生村
■東京都
港区
新宿区
文京区
江東区
目黒区
中野区
足立区
立川市
青梅市
■新潟県
新潟市
長岡市
柏崎市
村上市
妙高市
魚沼市
胎内市
田上町
出雲崎町
■富山県
富山県
富山市
高岡市
魚津市
滑川市
黒部市
砺波市
小矢部市
南砺市
射水市
立山町
入善町
朝日町
■石川県
石川県

金沢市
七尾市
小松市
輪島市
珠洲市
加賀市
白山市
野々市市
川北町
志賀町
宝達志水町
能登町
■福井県
福井県
小浜市
勝山市
越前市
池田町
越前町
おおい町
■山梨県
山梨県
都留市
大月市
韮崎市
南アルプス市
笛吹市
甲州市
中央市
昭和町
■長野県
小諸市
伊那市
駒ヶ根市
茅野市
佐久市
辰野町
箕輪町
飯島町
南箕輪村
■岐阜県
岐阜県
多治見市
瑞浪市
羽島市
恵那市
美濃加茂市
土岐市
可児市
山県市
本巣市
郡上市
下呂市
海津市
岐南町
笠松町
養老町

輪之内町
大野町
坂祝町
東白川村
御嵩町
■静岡県
三島市
裾野市
菊川市
河津町
小山町
■愛知県
豊川市
新城市
大府市
知立市
長久手市
豊山町
■三重県
伊勢市
松阪市
■滋賀県
栗東市
甲賀市
■京都府
宇治田原町
■大阪府
泉佐野市
大阪狭山市
河南町
■兵庫県
尼崎市
芦屋市
伊丹市
宝塚市
川西市
篠山市
丹波市
南あわじ市
淡路市
猪名川町
多可町
■奈良県
三郷町
安堵町
田原本町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
■和歌山県
和歌山市
海南市
有田市
田辺市
岩出市
有田川町

美浜町
日高町
みなべ町
那智勝浦町
■鳥取県
米子市
倉吉市
琴浦町
日吉津村
■島根県
松江市
浜田市
飯南町
美郷町
邑南町
津和野町
吉賀町
■岡山県
岡山県
岡山市
倉敷市
津山市
玉野市
笠岡市
井原市
総社市
高梁市
新見市
備前市
瀬戸内市
赤磐市
真庭市
美作市
浅口市
早島町
里庄町
勝央町
奈義町
美咲町
■広島県
東区
三原市
尾道市
府中市
廿日市市
安芸高田市
熊野町
北広島町
■山口県
下関市
萩市
防府市
光市
山陽小野田市
和木町
平生町
■徳島県

徳島市
阿波市
佐那河内村
石井町
松茂町
藍住町
上板町
■香川県
香川県
高松市
丸亀市
坂出市
善通寺市
観音寺市
さぬき市
東かがわ市
三豊市
土庄町
三木町
直島町
宇多津町
綾川町
琴平町
多度津町
まんのう町
■愛媛県
愛媛県
松山市
宇和島市
八幡浜市
新居浜市
伊予市
西予市
東温市
上島町
久万高原町
松前町
砥部町
内子町
伊方町
松野町
鬼北町
愛南町
■高知県
高知市
室戸市
安芸市
土佐清水市
香美市
田野町
芸西村
中土佐町
越知町
日高村
四万十町
三原村
■福岡県

久留米市
豊前市
小郡市
宗像市
古賀市
宇美町
岡垣町
遠賀町
■佐賀県
有田町
■長崎県
長崎県
西海市
■熊本県
水俣市
山鹿市
菊池市
天草市
合志市
長洲町
大津町
多良木町
■大分県
大分市
別府市
中津市
日田市
佐伯市
臼杵市
津久見市
豊後高田市
杵築市
豊後大野市
由布市
日出町
■宮崎県
宮崎市
都城市
延岡市
日向市
串間市
西都市
三股町
綾町
木城町
都農町
門川町
椎葉村
高千穂町
五ヶ瀬町
■沖縄県
豊見城市

〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地（全国町村議員会館5階）   TEL 03-3234-1511  FAX 03-3234-1380  
http://bousaisi.jp/ 　　　Mail: webmaster@bousaisi.jp

認定特定非営利活動法人日本防災士機構
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（2019 年10月末現在）
全国に180,649名

認証者年度別累計

防災士は

室 﨑 益 輝　　（兵庫県立大学防災教育研究センター長）
岡 本 正 男　　（全国治水砂防協会副会長）
北 村 吉 男　　（損保ジャパン日本興亜東京法人部顧問）
小室 広佐子　　（東京国際大学審議役）
武 田 文 男　　（政策研究大学院大学教授）
 

■参 　与
岡 山 和 生    （大林組顧問）
小川 雄二郎    （防災インターナショナル代表）
中 林 一 樹    （首都大学東京・東京都立大学名誉教授）
目 黒 公 郎    （東京大学大学院情報学環教授）
吉 井 博 明    （東京経済大学名誉教授）

（西暦）

●これまで個人に係る研修費用及び認証費用等について助成を行った自治体で、
　当機構が把握している自治体は下記の通りです。（350自治体）

●日本防災士機構から研修機関に認証されている教育機関は下記の通りです。
                                                                                                                              （2019 年 10 月現在）

●これまで日本防災士機構と協定を締結した自治体は下記の通りです。

147,481名



603mm×297mm　　三つ折り 185mm 210mm 208mm

日本防災士機構
ホームページ

日本防災士機構
メールマガジン

Japan Bousaisi Organization

助けられる人から助ける人へ
防災士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
士
は
誕
生
し
ま
し
た
。

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

山折り 山折り

防災士制度のご案内

2019.1106

発行日：2019 年10 月

■評議員
麻 生　 泰  （九州経済連合会会長）
上 田　良 一 （日本放送協会会長）
江 藤　秀 一 （常葉大学学長）
大 塚 義 治 　（日本赤十字社社長）
小　熊 　 豊 （全国自治体病院協議会会長）
金 井 道夫 　（日本道路協会会長）
鎌 田　長 明 （日本青年会議所会頭）
苅 田 知 英 （中国経済連合会会長）
川 勝 平 太 （静岡県知事）
久 和　　進 （北陸経済連合会会長）
神津 里季生 （日本労働組合総連合会会長）
齋 藤 訓 子 （日本看護協会副会長）
佐 伯 勇 人 　　（四国経済連合会会長）
櫻 田 謙 悟 　　（経済同友会代表幹事）
佐藤 浩 二　　（全国信用金庫協会会長）
鈴 木光 二 　（全国自治会連合会会長）
髙 島 　 誠     （全国銀行協会会長）
津 島 雄 二 （日本退職公務員連盟会長）
手代木 功     （日本製薬団体連合会会長）
豊 田 章 男 　（日本自動車工業会会長）

豊 田 鐵 郎 　 　（中部経済連合会会長）
中 西 宏 明 　　（日本経済団体連合会会長）
中 山 泰 男 　　（全国警備業協会会長）
広 瀬 道 明 　　（日本ガス協会会長）
福 井 直 敬 　　（日本私立大学協会会長）
堀　 憲郎  （日本歯科医師会会長）
本 田 英一 　（日本生活協同組合連合会代表理事会長 ）
松 田　芳 夫 （日本河川協会会長）
松 本　正義  （関西経済連合会会長）
三 村 明 夫 （日本商工会議所会頭）
宮 﨑 瑞 穂 　（日本病院会副会長）
山 内 隆 司　　（日本建設業連合会会長）
山 本 利 郎 　　（全国郵便局長会会長）
山 本 信 夫 　　（日本薬剤師会会長）
横 倉 義 武  （日本医師会会長）
吉 田　　永  （日本水道協会理事長）
渡 邉 健 二 （全国通運協会会長）
渡 辺 裕 明 　　（日本フランチャイズチェーン協会会長）
綿 貫 民 輔  （全国治水砂防協会会長）

委  員  長
委　 　員
委　 　員
委　 　員
委　 　員

■理    事
理  事  長
専 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
総 務 理 事
理 　 　 事

防災士研修実施都道府県（31府県）
岩手県　山形県　茨城県　栃木県　群馬県　富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　大阪府　兵庫県　奈良県　和歌山県　鳥取県　広島県　山口県　徳島県
愛媛県高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県　宮崎県　鹿児島県

防災士研修実施市区町村（64市区町等）
【青森県】弘前市【栃木県】栃木市　鹿沼市　日光市　小山市　大田原市　壬生町
【埼玉県】さいたま市【東京都】世田谷区　中野区　荒川区　板橋区【神奈川県】相模原市
【新潟県】妙高市　上越市　佐渡市【石川県】金沢市　輪島市【長野県】小諸市【岐阜県】大垣市
高山市　関市　中津川市　瑞浪市　羽島市　恵那市　土岐市　可児市　山県市　飛騨市　海津市
輪之内町　川辺町　八百津町　御嵩町【愛知県】豊橋市【三重県】四日市市【滋賀県】大津市
【大阪府】堺市　八尾市   箕面市【兵庫県】芦屋市【奈良県】広陵町【岡山県】赤磐市
【広島県】広島市　福山市    【山口県】   宇部市【愛媛県】松山市　西条市　上島町【高知県】高知市
【福岡県】福岡市　大野城市【佐賀県】唐津市【熊本県】菊池市　合志市　菊陽町   益城町
【大分県】大分市　佐伯市【鹿児島県】鹿児島市　薩摩川内市　【新潟県】中越防災安全推進機構　
【愛知県】あいち防災協働社会推進協議会

防災士研修実施教育機関（32校）
名古屋大学　和歌山大学　山口大学　徳島大学　香川大学　愛媛大学　熊本大学　鹿児島大学　
大阪市立大学　宮崎公立大学　札幌大谷大学　青森中央学院大学　八戸学院大学　東北福祉大学　
昌平黌　作新学院大学　千葉科学大学　日本大学　国士舘大学　日本体育大学　八洲学園大学　
新潟医療福祉大学　松本大学　常葉大学　四日市大学　関西国際大学　倉敷芸術科学大学　
福山大学　福岡大学　

■監　事

■認証委員会

北 里 敏 明  （弁護士、元消防庁次長）
田 中 義 幸  （公認会計士、日本公会計支援協会理事長）

髙　田　　恒  （元消防庁次長）
玉 田 三 郎   （防災情報機構理事長）
小宮 多喜次   （元東京消防庁消防総監）
吉 井 一 弥   （元内閣府政策統括官）
髙　井　康行   （長寿社会開発センター理事長・前全国社会福祉協議会副会長）
竹 内 久子    （千葉県婦人防災クラブ連絡協議会会長）
渡 邊 伸 司    （全国郵便局長会専務理事）
阿 部 孝 次    （関西経済連合会理事・事務局次長）
石 垣 俊 幸    （静岡県危機管理部理事・防災対策担当）
伊藤和 明  （防災情報機構会長）
井 野 盛 夫  （常葉大学富士キャンパス客員研究員）
浦 野 　 修  （日本防災士会会長）
江川 直 人  （東京都立広尾病院院長）
鎌田久美子 　（日本看護協会常任理事）
亀 井 浩 之   （兵庫県企画県民部災害対策局長）
甘 中 繁 雄  （日本防災士会常務理事）
黒 澤 正 和  （犯罪被害救援基金専務理事、元警察庁生活安全局長）
志 方 俊 之  （帝京大学名誉教授）
嶋 田 裕 之  （日本生活協同組合連合会代表理事専務）
鈴 木 徹 也  （セコムトラストシステムズ取締役専務執行役員）
祖父江和夫  （電気通信協会専務理事）
武 枝 和 彦   （大阪ガス理事総務部長）
陳 　 浩 展   （日本労働組合総連合会生活福祉局次長）
鳥　越　　隆  （NTTラーニングシステムズ代表取締役社長）
中 埜 良 昭   （東京大学生産技術研究所・教授）
長島 公 之   （日本医師会常任理事）
橋 爪 尚 泰      （日本放送協会報道局災害・気象センター長）
橋 本 　 茂  （日本防災士機構事務総長）
東　　公　弘  （愛媛県県民環境部防災局長）
藤 原 由 成  （ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）
松 尾 幸 弘   （元防衛省陸上自衛隊研究本部長）
渡辺 博 司  （日本建設業連合会常務執行役）

■会長等役職者
最高顧問　 石 原 信 雄 （元内閣官房副長官）
常任顧問　 関 根 則 之 （元消防庁長官）
名誉会長　 古川 貞二郎 （母子愛育会会長、元内閣官房副長官）　　　　　　　　　 
会 　 長　  國 松 孝 次（救急ヘリ病院ネットワーク会長、元警察庁長官）
副 会 長 　尾 池 和 夫 （京都造形芸術大学学長、元京都大学総長）
副 会 長　 阿 部 孝 次 （関西経済連合会理事・事務局次長）
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さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
が
地
区
防
災
計
画
の
推
進
等

に
防
災
士
の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
防
災
訓
練
は
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と
よ

り
、
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の
防
災
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識
啓
発
に
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い
て
も
防
災
士
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役
割

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
の
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に
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め
る
、
地
域
防
災
力
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担
い
手
が「
防
災
士
」で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
の
約
８
割
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
救
助
し
た
事
で
災
害
時
の
民
間
力
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
等
を
教
訓
に

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
な

る
防
災
士
で
す
。

　

地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
と
減
災
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
災
害
に
遭
っ
た
時
に
は
、
地
域

の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
被
災
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、

火
災
の
初
期
消
火
等
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
、
地
域
全
体
が
”生
き
延
び
る
こ
と
“が
重
要
で
す
。

防
災
士
は
、災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も 

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
自
治
体
と
連
携
し
た
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
に
、
防
災
士
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災士研修
講座の受講

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

防災士資格取得
試験受験・合格

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    

〈
我
が
家
の
安
全
〉

　

家
族
と
共
に
災
害
を
予
め
想
定

し
て
、
我
が
家
の
安
全
を
図
る
こ

と
。 

家
の
耐
震
補
強
、
家
具
固
定
、

備
蓄
品
の
用
意
、
家
族
間
で
の
安
否

確
認
方
法
の
と
り
決
め
、
避
難
所
や

避
難
路
の
確
認
な
ど
、
家
族
が
事
前

に
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で

き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〈
職
場
の
安
全
〉　

　

職
場
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

建
物
の
耐
震
性
の
確
認
、
書
類
庫
・

事
務
機
等
の
固
定
、
水
・
食
糧
の

備
蓄
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
整

備
に
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
の
安
全
〉

　

普
段
か
ら
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
の

活
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
近
隣
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
顔
と
顔

が
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
上
げ
る
よ

う
心
掛
け
る
共
に
、各
地
域
で
の「
地

区
防
災
計
画
」
の
推
進
に
協
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消防署・日本赤十字社等

■北海道
函館市
名寄市
根室市
北斗市
森町
黒松内町
栗山町
新十津川町
美瑛町
上富良野町
和寒町
天塩町
浦河町
■青森県
青森市
弘前市
八戸市
十和田市
三沢市
藤崎町
おいらせ町
■岩手県
釜石市
二戸市
■宮城県
石巻市
角田市
■山形県
南陽市
朝日町
最上町
舟形町
戸沢村
川西町
庄内町
■福島県
福島県
福島市
■茨城県
古河市
龍ケ崎市
常総市
常陸太田市
笠間市
取手市
守谷市
那珂市
かすみがうら市
神栖市
美浦村
河内町
八千代町
利根町
■栃木県
佐野市
日光市

那須塩原市
壬生町
■群馬県
館林市
藤岡市
■埼玉県
熊谷市
春日部市
上尾市
戸田市
白岡市
宮代町
杉戸町
■千葉県
館山市
勝浦市
我孫子市
南房総市
山武市
横芝光町
長生村
■東京都
港区
新宿区
文京区
江東区
目黒区
中野区
足立区
立川市
青梅市
■新潟県
新潟市
長岡市
柏崎市
村上市
妙高市
魚沼市
胎内市
田上町
出雲崎町
■富山県
富山県
富山市
高岡市
魚津市
滑川市
黒部市
砺波市
小矢部市
南砺市
射水市
立山町
入善町
朝日町
■石川県
石川県

金沢市
七尾市
小松市
輪島市
珠洲市
加賀市
白山市
野々市市
川北町
志賀町
宝達志水町
能登町
■福井県
福井県
小浜市
勝山市
越前市
池田町
越前町
おおい町
■山梨県
山梨県
都留市
大月市
韮崎市
南アルプス市
笛吹市
甲州市
中央市
昭和町
■長野県
小諸市
伊那市
駒ヶ根市
茅野市
佐久市
辰野町
箕輪町
飯島町
南箕輪村
■岐阜県
岐阜県
多治見市
瑞浪市
羽島市
恵那市
美濃加茂市
土岐市
可児市
山県市
本巣市
郡上市
下呂市
海津市
岐南町
笠松町
養老町

輪之内町
大野町
坂祝町
東白川村
御嵩町
■静岡県
三島市
裾野市
菊川市
河津町
小山町
■愛知県
豊川市
新城市
大府市
知立市
長久手市
豊山町
■三重県
伊勢市
松阪市
■滋賀県
栗東市
甲賀市
■京都府
宇治田原町
■大阪府
泉佐野市
大阪狭山市
河南町
■兵庫県
尼崎市
芦屋市
伊丹市
宝塚市
川西市
篠山市
丹波市
南あわじ市
淡路市
猪名川町
多可町
■奈良県
三郷町
安堵町
田原本町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
■和歌山県
和歌山市
海南市
有田市
田辺市
岩出市
有田川町

美浜町
日高町
みなべ町
那智勝浦町
■鳥取県
米子市
倉吉市
琴浦町
日吉津村
■島根県
松江市
浜田市
飯南町
美郷町
邑南町
津和野町
吉賀町
■岡山県
岡山県
岡山市
倉敷市
津山市
玉野市
笠岡市
井原市
総社市
高梁市
新見市
備前市
瀬戸内市
赤磐市
真庭市
美作市
浅口市
早島町
里庄町
勝央町
奈義町
美咲町
■広島県
東区
三原市
尾道市
府中市
廿日市市
安芸高田市
熊野町
北広島町
■山口県
下関市
萩市
防府市
光市
山陽小野田市
和木町
平生町
■徳島県

徳島市
阿波市
佐那河内村
石井町
松茂町
藍住町
上板町
■香川県
香川県
高松市
丸亀市
坂出市
善通寺市
観音寺市
さぬき市
東かがわ市
三豊市
土庄町
三木町
直島町
宇多津町
綾川町
琴平町
多度津町
まんのう町
■愛媛県
愛媛県
松山市
宇和島市
八幡浜市
新居浜市
伊予市
西予市
東温市
上島町
久万高原町
松前町
砥部町
内子町
伊方町
松野町
鬼北町
愛南町
■高知県
高知市
室戸市
安芸市
土佐清水市
香美市
田野町
芸西村
中土佐町
越知町
日高村
四万十町
三原村
■福岡県

久留米市
豊前市
小郡市
宗像市
古賀市
宇美町
岡垣町
遠賀町
■佐賀県
有田町
■長崎県
長崎県
西海市
■熊本県
水俣市
山鹿市
菊池市
天草市
合志市
長洲町
大津町
多良木町
■大分県
大分市
別府市
中津市
日田市
佐伯市
臼杵市
津久見市
豊後高田市
杵築市
豊後大野市
由布市
日出町
■宮崎県
宮崎市
都城市
延岡市
日向市
串間市
西都市
三股町
綾町
木城町
都農町
門川町
椎葉村
高千穂町
五ヶ瀬町
■沖縄県
豊見城市

〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地（全国町村議員会館5階）   TEL 03-3234-1511  FAX 03-3234-1380  
http://bousaisi.jp/ 　　　Mail: webmaster@bousaisi.jp

認定特定非営利活動法人日本防災士機構
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16,955名
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（2019 年10月末現在）
全国に180,649名

認証者年度別累計

防災士は

室 﨑 益 輝　　（兵庫県立大学防災教育研究センター長）
岡 本 正 男　　（全国治水砂防協会副会長）
北 村 吉 男　　（損保ジャパン日本興亜東京法人部顧問）
小室 広佐子　　（東京国際大学審議役）
武 田 文 男　　（政策研究大学院大学教授）
 

■参 　与
岡 山 和 生    （大林組顧問）
小川 雄二郎    （防災インターナショナル代表）
中 林 一 樹    （首都大学東京・東京都立大学名誉教授）
目 黒 公 郎    （東京大学大学院情報学環教授）
吉 井 博 明    （東京経済大学名誉教授）

（西暦）

●これまで個人に係る研修費用及び認証費用等について助成を行った自治体で、
　当機構が把握している自治体は下記の通りです。（350自治体）

●日本防災士機構から研修機関に認証されている教育機関は下記の通りです。
                                                                                                                              （2019 年 10 月現在）

●これまで日本防災士機構と協定を締結した自治体は下記の通りです。

147,481名


